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関
東
支
部
設
立
１０
周
年

記
念
日
窓
会
開
か
れ
る

去
る
平
成
８
年
１０
月
１１
日
、
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
に
て

「関
東
支

部
設
立
１０
周
年
記
念
同
窓
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
母
校
を
遠
く
離
れ

た
関
東
の
地
で
開
か
れ
る
同
窓
会
も

今
回
で
１０
回
目
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

受
付
の
際
、
会
の
出
席
者
全
員
に

徳
山
大
学
の
校
章
が
入

っ
た
関
東
支

部
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ネ
ク
タ
イ
が
贈
呈

さ
れ
、
全
員
そ
の
ネ
ク
タ
イ
に
付
け

代
え
ま
し
た
。

ま
ず
、
第

一
部
で
あ
る
総
会
で
は

副
支
部
長
の
貞
盛
和
見
さ
ん
の
司
会

に
よ
り
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
は
じ
め

に
支
郎
長
の
廣
瀬
孝
夫
さ
ん
よ
り
「今

後
も
若
い
後
輩
た
ち
が
卒
業
し
て
、

百「
'

こ
の
日
本
の
経
済
の
中
心
で
あ
る
東

京

へ
来
た
と
き
、
温
か
く
迎
え
て
あ

げ
た
い
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
関
東
支
部
活
動
報
告
と

し
て
次
の
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず

一
つ
は
、
『
関
東
地
区
独
自
の
名

簿
の
整
理
』
。
次
に
、
支
部
内
で
も
連

絡
を
取
れ
る
よ
う
に

『事
務
所
の
開

設
』
。
そ
し
て
、
今
回
参
加
者
全
員
が

じ
め
て
い
る

『
１０
周
年
記
念
ネ
ク
タ

イ
の
作
成
』
で
す
。

「今
度
、
母
校
野
球
部
が
神
宮
に

行

っ
た
時
に
、
全
号
で
こ
の
ネ
ク
タ

イ
を
し
め
て
応
援
に
行
き
ま
し
ょ
う
」

と
挨
拶
。
会
計
監
査
報
告
も
無
事
終

わ
り
総
会
も
滞
り
な
く
終
了
い
た
し

ま
し
た
。

第
二
部
の
同
窓
会
に
入
り
ま
し
て
、

司
会
は
貞
盛
さ
ん
か
ら
、
同
じ
く
副

支
部
長
の
飛
田
徳
明
さ
ん
に
バ
ト
ン

タ
ツ
チ
。
来
賓
と
し
て
校
友
会
副
会

長
小
坂
稔
さ
ん
よ
り

「我
が
母
校
を

愛
す
る
が
故
に
、
惜
し
み
な
く
自
主

運
営
の
も
と
頑
張

っ
て
い
ら

っ
し
や

る
姿
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
こ
の
東

京
と
い
う
街
で
徳
大
生
が
頑
張

っ
て

い
る
ん
だ
と
心
強
い
も
の
を
感
じ
ま

し
た
」
と
挨
拶
。

続
い
て
、
乾
杯
が
関
東
支
部
１０
周

年
記
念
の
文
字
の
入

っ
た
枡
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
浅
野
学
長
よ

り

「私
は
徳
山
大
学
を
日
本

一
の
大

学
に
し
た
い
と
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
立
派
な
人
間
を
作
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
ど
う
か
先
輩
方
の
お
力

を
貸
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

同
窓
生
の
自
己
紹
介
と
近
況
報
告

の
場
も
設
け
ら
れ
、　
一
人

一
人
ス
テ

ー
ジ
に
上
が
っ
て
在
学
中
の
思
い
出

や
現
在
の
仕
事
な
ど
様
々
な
こ
と
を

語
ら
れ
ま
し
た
。
パ
ー
テ
ィ
は
同
窓

生
の
親
睦
と
情
報
交
換
で
弾
ん
だ
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
後
も
０

Ｂ
の
横
の
繋
が
り
を
大
切
に
さ
れ
て

い
る
関
東
支
部
の
益
々
の
発
展
と
ご

活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。
是
非
来
年

こ
そ
は
あ
な
た
も
参
加
さ
れ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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評
議
員
の
役
割
と

そ
の
選
出
方
法
に
つ
い
て

一
、
評
議
員
と
は

徳
山
大
学
校
友
会

の
会
員
数

（卒
業

生
数
）

の
年

々
の
増
加

に
伴

い
会
員
全

体
を
召
集
し

て
の
総
会

と

い
う
形

が
不

可
能

に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ

に
よ
り
、

平
成

３
年
度
よ
り
各
職
域
各
地
区
並
び

に
ク
ラ
ブ

Ｏ
Ｂ
会
等
よ
り
代
表
を
出
し

て
も
ら

い
、
会

の
活
動
を
進
め

て

い
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
代
表

の
人

た
ち
を
、
評
議
員
と
言

い
ま
す
。

二
、
評
議
員

の
任
務

毎
年
　
回

の
評
議
員
会

に
出
席
、
そ

の
中

で
活
動
方
針
、
規
約
改
正
、
予
算

決
算
、
事
業
計
画

の
審
議
を
行

っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

こ
の
中

か
ら
幹
事
も
選

任
さ
れ
ま
す
。

三
、
評
議
員

の
任
期

委
嘱
さ
れ
た
年

の
評
議

員
会

の
日
よ

り
一
年
経
過
後

の
評
議
員
会

の
日
ま
で

で
す
。

四
、
評
議
員

の
選
出
方
法

に

つ
い
て

任
期
二
年
目

の

一
月

に
評
議
員
候
補

者
選
考
委
員
会

が
発
足
、
後
述

の
基
準

に
該
当
す
る
Ｏ
Ｂ
団
体
よ
り
評
議
員
候

補
者
推
薦
者
と
母
体
名
簿
を
提
出
し

て

も
ら

い
ま
す
。

こ
れ
を
四
月
末

日
迄
受

け
付
け
、

こ
の
集
ま

っ
た
推
薦
状

に
も

と
づ
き
選
考
委
員
会

に
て
調
整
、
候
補

者
名
簿
を
作
成
し
ま
す
。

こ
の
名
簿

に

つ
い
て
■
月
開
催

の
幹
事
会

に
て
審
議

さ
れ
、
選
出

に
至
り
ま
す
。

―
―

評
議
員
候
補
者
推
薦
状
提
出

の

た
め

の
基
準

―
―

山

一
号
議
員

（
職
域
）

五
人
以
上

の
同

一
職
場

の
同
窓
生

で
あ
る
こ
と

②
二
号
議
員

（支
部
及
び
地
域
）

支
部
に
所
属
す
る
Ｏ
Ｂ
の
代
表
並

び
に
支
部
の
な
い
地
域
に
お
い
て

は
１０
人
以
上
の
同
窓
ｔ
よ
り
推
薦

の
あ
っ
た
者

１３１
三
号
議
員

（ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
）

同

一
ク
ラ
ブ
の
同
窓
生
で
構
成
す

る
会
員
数
十
名
以
上
の
Ｏ
Ｂ
会
で

あ
る
こ
と

こ
れ
ら
議
員
に
加
え
て
、
各
期
別
代

表
、
元
校
友
会
役
員
等
の
功
労
者
が
該

当
す
る
四
号
議
員
に
よ
り
評
議
員
は
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
四
号
議
員
の

み
母
体
団
体
を
も
ち
ま
せ
ん
の
で
、
そ

れ
ま
で
の
評
議
員
、
幹
事
等
の
推
薦
に

よ
り
委
員
会
の
推
薦
状
が
提
出
さ
れ
ま

す
。以

上
、
評
議
員
に
つ
い
て
だ
い
た
い

の
流
れ
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。
只

今
、
評
議
員
候
補
者
推
薦
、
受
け
付
け

期
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
関
心
を
お

持
ち
い
た
だ
い
た
方
は
、
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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卒業 してはや● [・年のある朝 0

全国に徳大 OBは 9500名。

皆さん、あっという間に時を過ごされている
ことで しょう。
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一定数以上の名簿提出により推薦できます。

―

っ
す

，
二

つヽ

い
ち
ん
だ
な
′

曰
げ
慇
♯
一
ο
６

校友会は同窓生の規睦 と

寄与貢献することを目的

全国のOB
評議員とい 代 表

母校の発展に

に活動を`、すめ て

レ

＼
＼

は

た め

す 。

TOKUDAI

評議員候補者
受 付 中

あなたも評i義員になられませんか。
詳しくは下記までお問い合わせ下さい。

評議員候補者選考
委 員 会 事 務 局

(0834)28-7454
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平
成
８
年
度
評
議
員
会
報
告

平
成
７
年
度
決
算
、
８
年
度
予
算
承
認

新
役
員
選
出
さ
れ
る

平
成

８
年
度
評
議
員
会

が
６
月

２３
日

ｍ
ア
ド

・
ホ

ツ
ク
ホ
テ

ル
九
福

に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
議
事

は
次

の
と
お
り

で
し
た
。

中
第

１
号
議
案
…
平
成

７
年
度
事
業
及

び
決
算

に

つ
い
て

②
第

２
号
議
案
…
平
成

７
年
度
監
査
報

告

に

つ
い
て

］
第

３
号
議
案
…
評
議
員
追
加

に

つ
い

て

］
第
４
号
議
案
…
平
成
８
年
度
活
動
方

針
及
び
事
業
計
画
に

つ

い

て

□

第

５
号

議

案

…

平

成

８

年

度

予

算

案

に

つ
い
て

⑥
第

６
号
議
案
…
会
計
規
則
及
び
支
部

設
置
規
定
改
定

に

つ

い
て

第

３
号
議
案

の
評
議
員
追
加

に

つ
い

て
で
は
、
岩
国
支
部
設
立

に
伴

い
支
部

長
村
尾
勝
美

さ
ん

（
２
期
卒
山

口
県
東

部
ヤ
ク

ル
ト
販
売
勤
務
）
を
第

２
号
議

員
と
し
て
追
加
す

る

こ
と

が
提
案
さ
れ
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第

４
号
議
案

の
活
動
方
針

に

つ
い
て

で
は
、
県
内
支
部
組
織

強
化
並
び
に
充

実
、
学
生
生
活
サ
ー

ビ

ス
セ

ン
タ
ー

の

設
立

の
２
点
を
重
点
と
し

て
活
動
を
行

っ
て

い
く

こ
と
が
提
案

さ
れ
、

特

に
本
年
度

は
、
校
友
会
活
動

の
原
点
を

み

つ
め
各
事
業

の
充

実
や
組
織

の
連
携
強
化
を
図
る

こ
と
に
重
き
を
お
く

こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

一第

６
号
議
案

の
会
計
規
則
改

定

に

つ
い
て
で
は
、
役
員

（幹

事

・
監
査

・
評
議
員
）

の
県
内

出
張

に
お
け
る
旅
費
規
定
改
定

の
提
案

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

こ

れ

に
よ
り
、
県
内

か
ら
評
議
員

会
及
び
幹
事
会

に
出
席
す
る
場

合

の
旅
費
等

に

つ
い
て
審
議

が

さ

れ

改

定

が
承

認

さ

れ

ま

し

た
。ま

た
、
支
部
設
置
規
定
改
定

に

つ
い
て
審
議

さ
れ
、
支
部
は

原
則
と
し

て
支
部
予
算

で
運
営

す
る
と

い
う

こ
と
が
明
確

に
さ

れ
ま
し
た
。

山
口
県
東
部
支
部

細
分
化
に
つ
い
て

山

口
県

束

部

支

部

で

は

１０

Ｈ

年

を

前

に

し

て

、

会

の

充

実

を

図

る

た

め

支

部

の

細

分

化

を

進

め

て

い
ま

す

。

こ

れ

は

、

山

口
県

東

部

地

区

と

は

言

つ
て

も

エ
リ

ア

が

広

す

ぎ

て

実

際

の

と

こ

ろ

集

ま

り

に

く

い
状

況

に

あ

る

こ

と

か

ら

、

も

っ

と

身

近

な

者

同

志

で

集

ま

り

Ｏ

Ｂ

会

の

活

性

化

に

つ
な

げ

て

い

こ
う

と

す

る

日

的

で

行

わ

れ

て

い
ま

す

。

こ
う

し

て

ま

ず

、

平

成

８

年

４

月

１３

日

岩

国

支

部

が

設

立

さ

れ

、

文

部

長

に

村

尾

勝

美

さ

ん

が

選

任

さ

れ

ま

し

た

。

続

い

て

Ｈ

月

１６

日

山

口
支

部

が

発

足

、

山

ロ
グ

ラ

ン
ド

ホ

テ

ル

に

て

発

会

式

が

行

わ

れ

吉

武

直

樹

さ

ん

が

支

部

長

に

選

任

さ

れ

ま

し

た

。

こ

の
後

柳

井

支

部

設

立

の
予

定

が

あ

り

、

そ

の
後

に

は

束

部

支

部

は

周

南

支

部

と

い
う

名

称

で

運

営

さ

れ

て

い
く

予

定

で

す

が

、

防

府

市

や

そ
の
他
の
町
村
在
住
の
Ｏ
Ｂ
の
問
題
を

含
め
ま
し
て
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
の
Ｏ

Ｂ
を
対
象
に
用
南
支
部
と
す
る
か
は
検

討
中
で
す
。

こ
れ
ま
で
山
口
県
に
あ
り
ま
す
支
部

と
支
部
長
、
連
絡
先
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

＊
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊

０
山
口
県
束
部
支
部

支
部
長
　
古
谷
幸
男

（７
期
）

徳
山
市
市
会
議
員

連
絡
先

（〇
八
三
四
）
八
九
―

〇
二
●
三

（自
宅
）

０
岩
国
支
部

支
部
長
　
村
尾
勝
美

（２
期
）

山
口
県
束
部
ヤ
ク
ル
ト

販
売
下
松
営
業
所

連
絡
先

（〇
八
二
七
）

一四
―

一
人
六

（自
宅
）

０
山
口
支
部

支
部
長
　
占
武
直
樹

（１
期
）

小
部
町
役
場

連
絡
先

（●
人
三
九
七
）
二
―

一
五
六
〇

第
４
回
徳
山
大
学

文
化
教
養
セ
ミ
ナ
ー

徳
山
大
学
の
教
授
を
中
心
と
し
た
文

化
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
地
域
の
方
に

大
学
の
講
義
を
身
近
に
体
験
し
て
も
ら

う
と
い
う
趣
旨
で
は
じ
め
ま
し
た
文
化

教
養
セ
ミ
ナ
ー
も
今
年
で
４
回
日
と
な

り
ま
し
た
。
今
年
も
３
週
連
続
の
講
座

が
開
催
さ
れ
、

７０
名
の
方
が
受
講
さ
れ

ま
し
た
。
毎
年
６
月
下
旬
か
ら
７
月
Ｌ

旬
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
気
候
的
に

も
ま
た
他
の
こ
う
い
っ
た
講
座
が
こ
の

時
期
開
か
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
か

ら
、
来
年
以
降
も
こ
の
頃
に
開
催
さ
れ

る
見
通
し
で
す
。

今
年
の
開
催
内
容
は
左
記
の
と
お
り

で
し
た
。

６
／
２９
ｍ
　
女
性
が
描
く
ふ
る
さ
と
山

ロ
ー
ー
宇
野
千
代
を
中
心
と

し
て

講
師
　
福
田
百
合
子

７
／
６
］
　
今
、
選
挙
が
変
わ
る

政
治
改
革
の
第

一
歩

講
師
　
前
田
　
寅

７
／
１３
山
　
原
子
か
ら
宇
宙
へ

お
も
し
ろ
い
物
理
学

講
師
　
岡
野
啓
介

■
‐
・ 11 1
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二さまざまな才能～

文化講演会
1997年 3月 6日困 開場18:00開演18:30
会場/徳山市文化会館 入場料/500円 (会員こ招待)
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今
も
昔
も
″句

″
で
す
Ｈ

活
躍
す
る
徳
大
Ｏ
Ｂ
た
ち

思
い
っ
き
り
青
春
を
謳
歌
し
た
学
生
時
代
…
。

そ
し
て
、
実
社
会
に
出
て
新
た
な
フ
ィ
ー
ル
ド

で
今
日
も
頑
張
つ
て
い
ま
す
／

今
回
も
そ
ん
な
元
気
あ
る
徳
大
Ｏ
Ｂ
た
ち
５
人

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

第
１
期
卒

八
木
商
店

（山
口
県
新
南
陽
市
在
住
）

八
木
馨
三
さ
んボクシングで本学初の国体選手。大学の文化体育活

動の基礎づくりに貢献され、学生時代にやるべきこと
はすべて成し遂げたと言われました。
魚加工の仕事をされ、このわた (ナ マコのはらわたの

塩漬け)、 ほしえび、えびせん「海老吉左衛門」はかなり好
評。現在、特産品しんなんようの会会長を務めておら
れ、夢は宇宙にはだたく「海老吉左衛門」だそうです。

は
パ
オ
レ
ス
ト
ラ
ン
営
業
本
部
か
ま
ど
ブ
ロ
ッ
ク
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
兼
か
ま
ど
本
店
店
長

原

田

浩

道

さ

ん

⌒山
口
県
美
東
町
在
住
）

よ
硬式里預求部力*刀めて神宮に行った年の 4番打者 (し

かも1年生)だった原田さん。高校時代はプロ野球の

高木豊選手 (元オ蘭兵ベイスターズ)の先輩でもあったそ

うです。「今は面影もないけど…」とこ・本人笑顔。パオ

グループの敦連、五平大、と店長を経験され昨年 5月

オープンした「かまど」の店長として就任。たまには
お店のメンバーで草野球を楽しまれているそうです。

′
〓
‘

，
ヽ
■
●
ｔ

，

ホ
テ
ル
松
政
副
支
配
人

（山
口
県
小
郡
町
在
住
）

河
田
達
雄
さ
ん

第
１
期
生

_■ ‐_

「何といっても 1期生の牛計在は先輩がいないのが良か
った。/」 が第一声。今は、湯田温泉にあるホテル松政
の副支配人。ご本人曰く、「掃除でも力作業でも雑用を
何でもやるよ。」人が遊んでいる時が、自分たちが働い

ているというのがこの業界の辛いところだそう。いつ

か同じ職場で徳大生の後輩たちと働 くことが夢だそう
です。

―
一
●
一

Ｙ
シ
ョ
ッ
プ
ヤ
マ
サ
キ

（山
口
県
新
南
陽
市
在
住
）

山
崎
玲

一さ
ん

第
６
期
生

日新製鋼の入り口にあるYシ ョップヤマサキ。学生
時代にはあすなろ奉仕会に所属され、 リーダー的存在
でした=卒業後、家業(酒屋)を継がれコンビニまでに

事業を拡大する傍ら、市商工会議所青年部会長を務め
られたこともあります。
3人の息子さんがおられ「お父さんは大忙し。」頑張

って下さい。

■  _

東
京
三
菱
銀
行
証
券
管
理
部

（東
京
都
杉
並
区
在
住
）

第
２１
期
生

お

ん

づ

か

隠
塚
京
子
さ
ん現在バスケットボール日本リーグニ部で活躍中。チ

ームの練習は仕事が終わってからほとんど毎日で、休
日も対戦相手のビデオを観たり試合の反省をしたり。
「バスケット三昧ですね″」と熱く語ってくれました。
大学時代はキャプテンとしてチームを引っ張り3年連
続仝国大会にも出場。彼女のこれからの活躍に注目し
ましょう/./
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地域の中の大学として
ポプラ祭をはじめ、地域の中の大学として文化を発信
し続けています。

新装開祭ポプラ祭
1詩 ,ゞ ょ専,ン′ヽ―資

吹奏楽に魅せられて

吹奏楽部の定期演奏会 も回を重ねるこ

と17回、12月 21日 徳山市文化会館大ホー

ルにて盛大に開催されました。今や、徳

山市の年末の風物詩 と言える行事 となり

一般の観客の中からも「毎年楽しみにし

ています」という声が聞かれ ました。

第一部から第三部まで演奏され、途中

秋本先生のサックスソロを交え終始聴衆

魅了していました。

今年も学生にとつて最大の行事であるホプ

ラ祭が11月 1日 より3日 まで行われました。
大学祭ばなれの進んでいる今回的な傾向はど
こ吹 〈風、本学の祭 りは毎年エネルギツンユ

特にここ数年地域の中のひとつのイベン

すっかり定着してきました。 3日 目
イヤーストームを囲んでの「食べ

しゃい」では昨年を大 きく上

回る人 夫人か ら子供 まで世代 を越

えて楽 しいひ をすごしていました。
祭りも終わっ 、雨の中終 日、後片づ

らの姿に、現代の若者けを黙々としてい
が失っている地道さ さを感じ感動しま

いいところです。した。これがうち

んじゃし

―
=|■

饉

日本 きを

和大鼓部による

下松市のスターピ

小さな町 な展示会

行われ、満員

和大鼓の響 きをとどろ

2月 20日 、

展示ホールにて

、日本伝統の

写真部の作

階の展示ホー

6月 、徳山駅 ビル 3

われました。本学文

した。

化部の中で として、地域への

文化発信 てきました。来場の方に

卜を書いていただき、その中

い言葉から厳しい指摘まであり

。これからも地道に頑張ってほし

とヽ思います。

城ケ丘寮よ永遠なれ

城ケ丘寮の閉寮 というニュースを聞きつけて寮 1

期生が徳山市内に集まり同窓会が開かれました。ほ

ぼ20年ぶ りの再会でありましたが、一瞬にして学生

時代のノリにもどっておられ ました。当時の寮監の

石井さん (徳山大学入試室)を囲み終始笑いの絶え

ないなごやかな時が流れました。

またこの開寮を記念して、開寮当時 1期生が寮内

に植えたさざんかの木 2本 を大学構内に移 しかえま

した。 2本のさざんかは、今年も美しい花を咲かせ

ていました8城ケ丘寮よ永遠なれ .′

徳山市の郷土芸能であ 山太鼓

回天
″

を中心に 1時間 れ ま

した。同部の演奏は、徳山市を

地で行われていまして、この演奏会

年の集大成 ということで開催されました。

彼 らの真面目に演奏する姿に多 くの拍手

が送 られました。

はアン

壼

　

お

TOKUDAI

文 化

徳 山大学城ケ丘寮OB記 念樹
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全国そしてアジアの舞台ヘ
今年一年の体育部の活躍ぶりはめざましいものでした。
全国大会でも多 くのクラブが健闘。さらにアジア大会
での入賞もありました。

‐熙蓼鯰1褻

スポーツ

手権個人戦準優勝〃

輔(3年 )

.り 7日 まで日本武道館で開かれた第44回全 日本学生剣道選手権

第6回アジアジュニア陸上競技選手権大会

3000mSC 2位入賞

陸上競技部 原田充規(1年)

平成 8年 12月 3日 より6日 までインド・

■1喜≒墨.Tデリーで開かれました第6回アジア
ィ
・警:涎2.上競技選手権大会に日本代表選

手とし'て
1議‐‐場した本学陸上競技部の原田充

規君 (1準:走ヨよ3000メ ートル障害で9分 1

秒52の 記録で藁藝.と
銀メダルを獲得しまし

た。自己最高記¢誰ま8分55秒 59、 実は金メ

ダルを狙っていた腱彗‐.す。これからの活
躍を見守 りたいです羅亀l

ミ

≒

全日本学

剣道音F
平成 8年 7月 5

大会におきまして、
した。

3年連続準優勝
全国地区対抗ラグビー中国 国大会決勝は徳

オtは と誰もが思い後半に挑んだが、最後の
トライをくらい32-35で惜しくも敗れ

剣道部榊大輔君(3年 )が個人戦で準優勝の快挙をなし遂げま  山大学総合グランドにて昨 続き松山大 との間
で行われ104対 13の圧勝で 。この結果 3年連続

全日本学生剣道連盟 。東北・北信越・東海・関西。中四国。九州以上 8ブロック  中四国の代表 として ラグビー大会に
加盟校399校)の各ブロッ り勝ち抜いてきた選手176名 により大会は行われました。  出場することとなりま 。全国大会は、名古屋

試合は88名 ずつの 2ブロ 分けての トーナメント戦。このような中で、本学榊   市瑞穂球技場で行 1回戦東北代表の仙台大
では関東 2区代表順天堂選手は 2回戦森沢 (福井工大 )、 聾内田(九州産業大 )、 4回戦小野 (國士館大 )、 5回   学を61-7、 続

戦阿部 (法政大)を破 り準々決勝 基=年
度優勝の菊川(筑波大)と 対戦し快勝、準決勝  大学を60-20 決勝へ と進んだ。相手は昨年

にコマを進めました。準決勝の相手は全国高校総体団体優勝をしたPL学園出身泊 (中

京大)で したが、みごとに撃破、今回学生剣通の頂点を、極めるべ く決勝進出を果たし
ました。決勝はシー ド選手の t花 (同志社大)と 行われ、先に榊が 1本 とり優位に試令

と同じ武 前半を24-3で折 り返 しこ

転

を進めましたが、残念ながら破れました。榊選手に大きな拍手 い した。

平成8年度
文化体育活動優秀表彰団体

イ
ン
カ
レ
予
選
　
　
優
勝

国
学
生
剣
道
優
勝
大
会
　
優
勝

ビ
|

大

優
勝

=

戦

会
学
生

会

出
場
一

優

勝
2         2        イ憂
位     位     勝

ス
ケ
ツ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権

タ
イ
ル
ー
位

ル
撃
手
権
大
会
出
場
一

勝

大
会

出
場

】

生
柔
道
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勝
大
会
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出
場
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総
合
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勝
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豊 里 里 里

準々決勝 法政大学戦

初回、法大・小林の 2点適時二塁打で先行された徳山大は

四回、四球を足場に 2犠打、暴投で走者を進め、佐藤、中

村の適時打で同点に追いつきました。しかし、法大は五回、

小林の左前適時打で 1点、七回には三島の適時二塁打で 2

点を加えました。徳山大は七回、林、戸高が連打。廣島の

ニゴロで二、三塁に塁を進め、捕逸で林が生還しました。

さらに田中の一ゴロの間に戸高も生:三 し1点差としました。

法大は九回に松田の左犠飛で 1点を追加。徳山大もその裏、

無死から戸高の左翼越え二塁打で反撃体制に入りましたが、

後続を絶たれ 4強入りはなりませんでした。しかし、感動

の連続、よくここまで闘かつたといえる雄姿でした。

ロ

全日本大学野球選手権ミラクル徳大 大活躍する〃
6月 8日 0よ り神宮球場にて行われた全日本大学野球選手権(加盟校331校 25地区代表によるトー

ナメント戦)において、本学硬式野球部は1回戦佛教大学を8回コールドで大勝、 2回戦創価大学

を4-10か ら奇i:亦の大逆転サヨナラゲームで11-10で破り、準々決勝では法政大学と対戦。惜しく

も4-6で敗れました。がしかし、内容は両軍11安打の互角勝負でした。 7度目の出場にて初勝利

とともに、 ミラクル徳大としてその蓄積された力を思う存分発揮し、全国にその名を轟かせた素晴

らしいゲームの連続でした。

1回戦 佛教大学戦
徳山大打線が上位からド位まで

まんべんなく打ち、快勝c二回
二死、佐藤の内野安打で先制。

三、五回にも2点ずつ加点し、
八日代打の安円の中越え2ラ ン

でダメを押したし、佛教大は緩急
つけた投球の豊田にさわされ、

散発 4安打。

柴村監督は
「コールド勝ちなんて、

全 く考えていなかった」
と話しました。

佛教大は、 4年前の 1

回戦にサヨナラ負けし

た相手で、お返しをし

た形となりました。

アッパレ徳大 1′

2回戦 倉」価大学戦
大会初の珍事 徳山大・秦のサヨナラ満塁本塁打が「サヨナラ右前打」に変
わってしまいました。九回一死満塁、秦の打球は右翼席に飛び込み、大喜びで、
1塁ベースを回って前を見ると、一塁走者がバンザイをしていました。

『あかん、きちんと本塁まで踏まな .′ 』と止めたつもりだったが、そのとき前

後が入れ替わってしまいました。

秦はアウト、3塁走者の生ま量は認められサヨナラ勝にはなりましたが、惜し
い一撃。連盟関係者も
「大学選手権では記録

にない .′ 」という珍ブ

レーでした。
とはいえ4-10と あ

わやコールド負けの瀬

戸際からのシー ド校創

価大を撃破しました。
「幻にはなったけれど

本塁打を打ったわけだ

し、気分は最高ですよ。」

複雑な表情だった秦も、

最後は大笑いに変わり

ました。

20安打で大逆転 全員安打の20安打。終盤の大逆転でサ ヨナラ勝した徳山大
のベンチは沸きに沸きました。柴村監督は「うちは本来守りのチーム。あそこ

まで打ってくれるとは」と、予想外の大逆転劇にびっくりしていました。「でも

離されても気持ちを切らないで、 くっついていったので、チャンスはあると思
っていた。それにしても、よくひっくり返してくれました。次も頑張ります」
と話し、準々決勝の法大戦へ向けて気を引き締め直していました。
☆両軍合計34安打 。本学の1試合20安打大会新記録。全員安打は5年ぶり。
☆秦武志 (4年)愛城県西条高校時代甲子園出場。大会の前日まで母校で教育

実習を行い、駆けつけました。文化体育連合会委員長を務め

文化体育活動を通し学風高揚に努めました。

(8回 コール ド)

00000
1202003

靡 勒 翁 蓼 馘 鯰暁

TOKUDAI
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佛教大

徳山大

本塁打

安

4   1日日  7

劃
ゴ
一

410120200110
101011601111

本塁打 度島 (3年 )

中村 (3年 )―満塁打―

投手  回   安 責

〇豊田 9   14 9
中村  5   8 2
小西  1    3 1
棚橋  1/3 6 5

●藤尾 2 1/3 3 3

創価大

徳山大
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_ゝ レ

β が

こ
れ
は
す
ご

い
こ
と
で
す
。
本
学

１４
期

卒
業

の
矢
野
雄
二
さ
ん
が
監
督
を
務
め

て

お
ら
れ
ま
す
福
岡
市
立
早
良
中
学
校
陸
上

部

が
昨
年

１２
月

２６
日
に
熊
本

で
行
わ
れ
ま

し
た
第

４
回
全
国
中
学
校
駅
伝
女
子
で
優

勝

さ
れ
ま
し
た
。
早
良
中

は
、
福
岡
大
会

で
優
勝
、
続
く
九
州
大
会

で
も
優
勝
、
そ

し
て
全
国

の
舞
台

で
、
強
豪

の
ひ
し
め
く

中
走
り

ぬ
き
、
見
事
全
国
制
覇
を
果
し
た

の
で
し
た
。

矢
野
さ
ん
は
早
良
中

に
赴
任
し
て
３
年

目
、
そ
れ
ま

で
養
護
学
校
勤
務
だ

っ
た
た

め
陸
上

の
指
導
者
と
し

て
は
、

こ
の
学
校

で
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
赴
任
し

て

き
た
年
、
陸
上
部

の
女
子
長
距
離
部
員
は

一
名
だ

っ
た
の
で
、
ま
ず

は
部
員
集
め
か

ら
は
じ
ま

っ
た
そ
う

で
す
。
そ
れ

が
３
年

目

に
し

て
こ
の
快
挙
、
ま
さ
に
手
塩

に
か

け
た
選
手

が
育
ち
夢
を

つ
か
ん
だ
の
で
し

た
。
今
回
駅
伝

で
走

っ
た
五
人

の
メ
ン
バ

ー

の

一
人
、
長
尾
育
子
さ
ん
（
３
年
）
は
全

国
中
学
陸
上

一
五
〇
〇

ｍ
の
９６
年
ラ

ン
キ

ン
グ

ー
位

の
選
手

で
も
あ
り
ま
す
。

矢
野
さ
ん
は
大
学
時
他
陸
上
部

で
四
年

連
続
全
日
本
大
学
駅
伝

に
出
場
、
「
こ
れ
と

い

っ
て
目
立

つ
選
手

で
は
な

か

っ
た
が
秋

に
な
る
と
調
整
し

て

ベ
ス
ト
な
状
態

に
も

っ
て
き
て

い
た
。
そ
う

い
う
と

こ
ろ
が
今

い
か
さ
れ
て

い
る

の
だ
ろ
う
と
思
う
」
と

は
、
恩
師

の
高
倉
先
生

の
言
葉

で
す
。
現

在

一
年
生
の
担
任
を
持
た
れ
生
徒

に
も
非

常

に
親
わ
れ
て

い
る
先
生
と
お
聞
き
し
て

い
ま
す
。

本
当

に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

おめでとう
矢野雄二さん
岡市立早え中餞上部

国 難校訳

『かまど宇部本店」お食事券
提供/いパオ・かまど宇部本店

●・瀞
「ホテル松政」1泊2日 (2食付)

前1回大蝠評でしたこのコーナ…ですが, ご宿泊券 提供/ホテル松政

今1回もとっておきのプレゼントを引鴨郭1泉奪現場扶;踏瀑T操
たしました。欲しιlものあるなιl聞わず、鶏島損li革釜看革省L県
とりあえずこ応募

・
してみて下さιl。   手為ヾ怠婁言環;雪 7「

発表は発送 をもってかえさせていただきます

日□□
徳山市久米

徳山大学校友会

事務局まで

●希望商品
②氏名
0年齢
④住所
OTEL
Oご意見

ご感想

〈応 募方法〉 海面をき認菫衛Fヨ  関東支部10周年記念オリジナルネクタイ
提供/八木商店
エビの香りこうばしい

おせんべいです。

提供/徳山大学校友会
関東支部

お蔭様で徳 山大学校友

会関東支部 も10同 年 を迎

ぇることがで きました。

もちろん市販では売 って

お りません。 ご応募 いた

だいたあなたにだけお譲

りいた します。

カニ料理 を中心 に、ぜ いた

くメニューがず らり。お昼の

会席か ら、夜の宴 会まで存分

に楽 しめ ます。足非 ご家族 と

友人たち とご利用 ドさい。
出ログ|

提供/帥ザメディアジョン
山 口でベス トセラー に輝 いた

地元情報雑誌です。 まだ入手 さ

れていない方、県外 に出 られて

知 らなかった方いかがですか。

ブライダルガイド'97

提供/③ザメディアジョン
そろそろご結婚をお考えの方

には持ってこいです。中国5県

の式場情報がびっしりのプライ

グル情報誌。この本と共に幸せ

をお運びいたします。
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●
私
達
の
時
代
に
比
べ
最
近
は
徳
大
に
合

格
す
る
の
が
大
変
む
ず
か
し
く
な
っ
た
様

で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
末
長
く
貴
校
の
発

展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（山
口
県
大
島
郡
・
３９
歳

・
男
）

●
「こ
の
人
知
っ
と
る
」
「校
舎
変
わ
っ
て

も
わ
か
ら
ん
わ
ァ
」
と
す
ご
く
な
つ
か
し

が
っ
て
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

１８
号
楽

し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。

（広
島
県
福
山
市

・
３８
歳

・
男
）

●
早
い
も
の
で
も
う
２０
で
す
か
？
　
歴
史

と
共
に
各
方
面
で
活
躍
し
て
い
る
事
と
存

じ
ま
す
。
私
は
第
７
期
生
で
―
す
。

（山
口
県
熊
毛
郡

・
３６
歳

。
男
）

●
こ
ん
に
ち
は
。

１２
期
卒
業
の
陸
上
部
で

活
躍
０
し
て
い
た
米
国
の
妻
で
す
。
結
婚

し
て
８
年
、
子
供
２
人
。
主
人
は
今
で
も

大
学
生
時
代
の
話
を
よ
く
し
て
く
れ
ま
す
。

三
度
程
山
口
へ
旅
行
へ
行
っ
た
の
で
す
が
、

大
学
を
通
る
よ
う
い
つ
も
計
画
し
ま
す
。

私
は
高
卒
な
の
で
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
主

人
は
き
っ
と
大
学
の
良
い
思
い
出
が
た
く

さ
ん
あ
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
カ
メ

ラ
が
当
た
っ
た
時
の
主
人
の
顔
を
想
像
す

る
と
私
ま
で
う
れ
し
く
な
り
そ
う
で
す
。

５
月
１２
日
は
私
達
の
結
婚
記
念
日
で
す
。

ぜ
ひ
当
て
て
下
さ
い
。
米
国
の
妻
よ
り
。

（愛
媛
県
松
山
市

・
３２
歳

・
女
）

●
昭
和
６２
年
３
月
卒
業
生
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
徳
大
卒
業
生
と
し
て

「ほ
こ
り
」
を

持
っ
て
生
き
て
い
き
た
い
。

（山
口
県
玖
珂
郡
。
３１
歳

・
男
）

●
徳
大
校
友
会
誌
ま
す
ま
す
充
実
す
る
よ

う
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

（愛
媛
県
北
宇
和
郡

。
３０
歳

・
男
）

●
城
ケ
丘
寮
に
は
そ
の
上ヽ

よ
く
遊
び
に

行
っ
て
ま
し
た

（友
人
宅
だ
っ
た
の
で
）。

つ
い
先
日
嫁
さ
ん
と
、
寮
の
前
を
通
り
か

か
っ
て
思
い
出
話
を
し
た
ば
か
り
な
の
で

す
が
、
無
く
な
る
の
は
、
少
し
さ
び
し
い

気
も
し
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、
寮
の
経

営
が
大
学
の
も
の
と
は
今
ま
で
知
ら
ん
か

っ
た
。
て
っ
き
り
普
通
の
下
宿
と
か
ア
パ

ー
ト
だ
と
思
っ
て
た
も
ん
で
…
。

（山
口
県
防
府
市

・
２６
歳

・
男
）

●
こ
の
度
は
徳
山
大
学
校
友
会
誌

「と
く

だ
い
」
を
送
っ
て
い
た
だ
き
本
当
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
「と
く
だ
い
」
を
読
ん

で
大
学
時
代
の
頃
を
な
つ
か
し
く
想
い
だ

し
ま
し
た
。
「と
く
だ
い
」
の
記
事
の
中
で

城
ケ
丘
寮
の
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

寮
が
な
く
な
る
…
。
私
も
城
ケ
丘
寮
出
身

者
の
一
人
と
し
て
と
て
も
さ
み
し
い
で
す
。

生
ま
れ
て
は
じ
め
て
の
一
人
暮
ら
し
で
み

ん
な
と
は
げ
ま
し
合
い
な
が
ら
が
ん
ば
っ

た
こ
と
を
想
い
出
し
ま
す
。
社
会
人
に
な

り
な
か
な
か
山
口
の
方
に
も
行
け
ま
せ
ん

が
徳
大
出
身
と
し
て
立
派
に
行
動
し
て
い

き
た
い
で
す
。

（愛
媛
県
越
智
郡

。
２３
歳

。
男
）

編集後記
瀬川 さんを中心に ミ

ーティングを重ね編集

しました。チームワー

クの良さが少 しずつ紙

面に出てきましたで し

ょうか。

取材協力並びにブレ

ゼン トを提供いただき

ましたOB各イ立に心よ

り御ネし申し■1げ ます。

S〒AFF
広幸罠音陪Б長

瀬り|1 昌文 (1期 )

広報部部員

山本 啓介 (17期 )

今元 英之 (20期 )

事 務 局

中村 道陽 (11期 )

橋本  泉 (21期 )

協   力

学校法人徳山教育財団徳山大学

有限会社藤井写真館

お
た
よ
り

ご
認
介

● お便り随時募集中 |

あなたの身近な出来事、在学時代の思い出、

同窓会の話などなんでも結構です。

(FAX〉 ●834-28-7454

● プレゼント大募集中 !

どんなものでもOK!貴殿の PRも 添えてどうぞ

● 協賛広告募集中 !

校友会誌をより充実させるためにご協力下さい

詳 しくは校友会事務局 まで。
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